
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って、環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを

理解し、郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しまし

たので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和４年 ４月２１日 

学校名 福井市鷹巣小学校  

校長氏名 福本 敏巳    

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①水や電気などの資源を大切に使います。 

②美しい鷹巣を守ります。 

２ 取組内容 

①節水・節電の取組 

  ・手洗い・うがい・歯磨きをするときは水を流しっぱなしにしないようにします。 

・使用していない教室やトイレの電灯を消すように気をつけます。 

②地域と連携した環境学習 

ICT機器を利用する取組みをして、 

・鷹巣地区にある自然の恵みを通して環境について学習します。 

・道徳や学級において地域へのほこり、地域愛、自然愛などの学習を行います。 

   地域（観光協会や地域の各団体など）と連携して 

・鷹巣海水浴場のゴミ拾いを実施します。 

・アルミ缶や古紙などの資源回収を（長橋小校区と合同）PTAや地域と連携して実施

します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

②の資源回収では、地域の人々と積極的に協力するよう事前指導し、互いに協力する力を身

につける。 

（コミュニケーション・協力・参加） 



様式第２号                                                  （提出日）令和５年１月３１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

鷹巣小中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 水や電気などの資源を大切に使います。 

② 美しい鷹巣を守ります。 

２ 取組内容 

① 節水・節電の取り組み 

・手洗いをする際、節水をするよう委員会の取り組みとして呼びかけた。 

・節電や節水がなぜ必要なのか、各クラスごとに指導した。 

② 地域と連携した環境学習 

・鷹巣地区にある自然の恵みを通して環境について学習した。小６は調べた内容を新聞

にまとめ、中１は海洋ごみの削減を訴える劇を文化祭で発表するとともに、看板を作

成した。 

・道徳や学級において自然愛等の学習を行った。 

・鷹巣海水浴場のごみ拾いを実施した。 

・アルミ缶や古紙などの資源回収を PTAや地域と連携して年１回実施した。 

   

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

②の地域と連携した環境学習では、現地で調査活動をすることを通して、鷹巣海岸の現状を

知り、持続可能な将来を想像する力を養った。（批判・未来） 

３ 
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 【具体的効果】 

・委員会の呼びかけにより、児童・生徒が、こまめに電気を切ったり、水道の蛇口を

閉めたりするようになった。 

・丁寧にごみを分別したり、ごみをなるべく出さないように工夫したりするようにな

った。 

【改善点】 

・今年度も昨年度に引き続きコロナウイルス感染症対策から、地域の方との活動があ

まりできなかった。来年度、コロナが収束したら学校だけでなく、地域や家庭でも

ごみを出さないようにしたり、リサイクルにつとめたりするよう、児童・生徒の意

識をさらに高めさせたい。 


